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1.はじめに 

 島根県の東部に位置する松江市には，宍道

湖東岸に位置する東西約 4km，南北約 2.5km
の低湿な三角州平野で，中海と宍道湖をむす

ぶ大橋川や，朝
あ さ

酌
く み

川などの小河川の沖積作用

によって形成された松江平野や，中海の南西

部に広がる東西約 5km，南北約 3km意
い

宇
う

川

の沖積作用によって形成された意宇平野が存

在する(林，1991)(図 1)。 
この 2 つの平野について，地形分類や沖積層

の分析，『出雲風土記』などの歴史的資料の検

討から，地形発達を考察し，少なくともそれ

ぞれ 1回の小海進と小海退が認められたこと，

平野地下にみられる基底礫層は姶良Tn 火山

灰(AT) に覆われており，2.5~3 万年前の最終

氷期の海退期に形成されたとしている 

(林，1991)。 
一方，松江平野の南部，意宇平野の西部に

位置する乃木段丘(山陰第四紀研究グループ，

1969)においては，林(1991)や小畑(1966)では

十分な研究が行われておらず，形成時期や形

成環境など検討しなければならない点がいく

つかある。 
山陰第四紀研究ｸﾞﾙｰﾌﾟ(1969)では乃木段丘

について考察されており，偽層と礫の覆瓦状

配列とがみとめられること，および乃木段丘

の分布が宍道湖・中海低地帯周辺に限られる

ことから，河成ないし河口堆積物と推定して

いる。また形成年代としては，武蔵野期に対

比される倉吉浮石が段丘構成層である乃木層

を不整合に覆うことから，下末吉期に対比さ

れると述べている。しかし，それらの研究が

 
図 1 調査対象地域 

19



行われたのが 40 年以上も前と古い。 
そこで本研究では，乃木段丘とその東部に

位置する大庭段丘について調査を行い，乃木

段丘および大庭段丘の地形発達について検討

を行う。 
 
2．調査地域概要 

 調査地域は，松江市の南西部に位置する，

松江市乃木
の ぎ

町，古志
こ し

原
ば ら

町，津田町，大庭
お お ば

町の

地区にまたがって分布する乃木段丘である

(図 2)。乃木段丘は，標高 15~30mに分布する

中位段丘で，著しく平坦なのが特徴であり，

宍道湖・中海低地帯に沿って分布している(山
陰第四紀研究グループ，1969)。大庭段丘は

低位段丘であり，北側へ傾斜して発達してい

るのが特徴である。また，平坦な乃木段丘と

比較してもその傾斜が急である(山陰第四紀

研究グループ，1969)。 
 
3．調査方法 

 国土地理院撮影25000分の1の空中写真に

よる地形判読と，段丘面の分類，空中写真の

判読結果に基づき，現地調査を行った。現地

調査では，露頭観察を行い，層相などを記載

した。乃木段丘では，松江市総合運動公園の

中の 3 つの地点で露頭を観察した。また，露

頭を見ることが出来なかった大庭段丘では，

現地の地形観察を基に考察を行う。 

 

図 2 調査地域の地形分類図 
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4. 調査結果 

 空中写真判読の結果，地形面を山地，丘陵，

中位段丘(乃木段丘)，低位段丘(大庭段丘)に区

分した(図 2)。 
乃木段丘は，標高 15～30m の段丘面で，

意宇平野の西部から古志原，上乃木へと続き，

東から西へ向かってわずかに低くなっている。  

乃木段丘の構成層は層厚 8m 以下であり，砂

層が多いことが特徴づけられる(小林，1991)。 
露頭観察を行った結果を以下に示す。 
乃木段丘のLoc.1 は，下部から粘土質のシ

ルト，砂を含むローム層，軽石，粘土質ロー

ム層，腐植土となる(図 3)。小畑(1967)の柱状

図の290～520cm付近の層を，「出雲粘土層」

と呼んでいる。特徴としては，三瓶山の降下

火山灰であるシルト質粘土およびシルト層の

ことで，灰褐色と黄褐色の斑ら色である(小畑，

1967)。 
Loc.1の410cm～610cm付近のシルト層は，

青緑色をしている部分があるので，水成とし

た。 
今回の調査では，水成のシルト層より下部

は確認することができなかった。しかし，小

畑(1967)や山陰第四紀研究グループ(1969)に
おいて，下部から礫層，砂層，シルト層に至

る 1 つの堆積輪廻からなるとしている。本研

 
 

 

 
 

図 3 調査地域の柱状図 
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究での観察結果とほぼ同じ層厚・順番に堆

積しており，下部には礫層が分布すると考

えられる(図 3)。 
また，Loc.1 の 370cm~410cm ローム層

に含まれる火山灰は，赤褐色を帯びており

粘土質で，輝石も見られることから大山倉

吉テフラ(DKP)であると考えられる。DKP
は，大山火山からおよそ 5.5 万年前以前に

噴出し，黒雲母含有斜方輝石角閃石デイサ

イト質で，一般に粘土化ししている(町田ほ

か，1992)。以上の特徴から，Loc.1 の

370~410cm のローム層中の火山灰は，

DKP と判断できる。 
乃木段丘面の Loc.2 で見ることが出来た

露頭は，すべてシルト質粘土層で，主に黄褐

色であった。 
乃木段丘面の Loc.3 は，下部から砂質ロー 

ム層，腐植土，シルトおよび砂，ローム層，

砂層，砂を含むローム層，軽石，腐植土であ

る。この露頭の 50～110cm 付近および Loc.1
の 150cm～200cm に含まれる火山灰は，黒

雲母，長石，石英がみられることから，三瓶

木次テフラ(SK)であると考えられる(図 4)。
SK は，三瓶火山からおよそ 11～11.5 万年前

に噴出し，黒雲母流紋岩質の降下軽石で，斑

晶は黒雲母のほか長石，石英を含む(町田ほか，

1992)。 以上の特徴から，Loc.1(150~200cm)
及び Loc3 に含まれる火山灰は SK と判断で

きる。 
大庭段丘は低位段丘であるが， 東側へ向か

って傾斜する段丘であるため，上流部におい

ては，標高は 50m ほどあり，中位段丘より

高い位置に発達している。そのため，乃木段

丘と比較してもその傾斜は急である。また大

庭段丘は，河成段丘ないし扇状地として形成

された段丘である(山陰第四紀研究グループ，

1969)。 
  
5．考察 

 乃木段丘・大庭段丘の地形発達についての 

 
結果を次のように考察する。 
 
5-1 乃木段丘の形成環境 

 Loc.1 の露頭については，小畑(1967)で報

告されている露頭と，ほぼ同じ層相である。

また，Loc.1の320cm～610cmのシルト層は，

青緑色の部分があることから，淡水成である

と考えられ，少なくとも海成ではなく，湖成

か河成面だろう。 
 また乃木段丘には，シルト層の下位に段丘

面を構成する砂礫層が分布している。砂礫層

は，海成の証拠がなく，陸成の砂礫層とし，

礫の半数近くは，風化によってクサレ礫化し

ている。厚さは約 2ｍである(山陰第四紀研究

グループ，1969)。 
 
5-2 乃木段丘の形成時期 

 Loc.1 で大山倉吉テフラ(DKP) が，Loc.3
で三瓶木次テフラ(SK) がみられた。DKPは，

4.5～4.7 万年前に噴出し，SK は，110-115ka
に噴出したと推定されている(町田ほか，

1992)。このことから，少なくとも 110-115ka
以降に形成されたと考えられる。 
 
 5-3 大庭段丘 

 
図 4 Loc.3 の火山灰 
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 大庭段丘については，露頭観察やボーリン

グ資料などの詳細なデータを得ることができ

なかった。しかし地形観察などから，西側が

標高 50m であるのに対し，東側は標高 20m
と，東に向かって傾斜して発達していること

を確認した。 
 
 6．まとめ・今後の課題 

 今回は，主に乃木段丘の地形発達について

調査・考察を行ったが，山陰第第四紀研究グ

ループ(1969)と本研究の結果は，整合的と考

えてよいだろう．。 
その一方で大庭段丘については，詳しい地

形発達について述べることが出来なかった。

今後は，試料集めなどを行っていく必要があ

ると考える。 
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